
▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

○ソング
　◦我等の生業
○ビジター
　◦近藤勝人様
○スマイルBOX
　◦池田浩章会員（ここ２回程欠席しましたのでスマイルします。）
　◦居川孝男会員（今月18日・19日と地元那須グランディで私の所属する団体の東北大会を無事終えることが出

来ました。200名超の同業者が一同に会し、銚子電鉄再生に頑張っている社長の話は良かったでした。）
　◦永野文雄会員（米山功労者の表彰を受けました。ありがとうございます。ホームミーティングの発表者ご苦

労様でした。）
　◦宮本多可夫会員（ホームミーティング各班の発表者の皆さん、ご苦労様でした。）
　◦山田顕一郎会員（先週の金曜日の朝出勤する直前に、テレビの電波を通してですが大谷選手の50－50にリア

ルタイムで体感することができました。とてもラッキーでした。）
　◦鈴木孝幸会員（職業奉仕とは言え、長らく欠席が

続き、申し訳ありません。阿部会長にお詫びの意味
でスマイルさせて頂きます。）

　◦金田昇会員（誕生日のお祝いありがとうございま
す。休みが続きました。）

白河西ロータリークラブ
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『思いやりがある　感謝のロータリー』

2024－25年度国際ロータリーテーマ
第1823回例会

令和６年９月26日（18：30～19：30）

【今週の仮メイクアップ会員】
　◦９月３日　HM　4班
　　佐藤幸彦、諸橋和典、居川孝男、運天直人、
　　須藤正樹、中嶋一貴、緑川直人、吉成真五郎
　◦９月4日　HM　8班
　　藤田龍文、吉田充、上杉謙太郎、齋藤孝弘
　　鈴木浩一郎、西山よしえ、矢田部錦四郎、金田昇
　◦９月９日　HM　6班
　　成井正之、山縣栄寿、石川格子、白岩修一、
　　関谷亮一、中目公英、鈴木満、金田昇
　◦９月17日　HM　7班
　　鳴島三夫、渡辺道直、遠藤敦、長克則、
　　永山龍太郎、村上堅二、渡部則也

A  出席免除を受けていない正会員数 ５２名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 1９名

T  全 正 会 員 数 ７１名

C  Ⓐの出席者数 ２５名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １５名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４０名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６７
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５９．７％

第1823回例会出席状況� （R６年９月23日)
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■会長の時間� 阿部克弘会長
　皆さんこんばんは。
　本日も出席をいただきまして有難う
ございます。
　本日はホームミーティングの発表が
ありますので楽しみにしております。

どうか担当の方は宜しくお願いしたいなと思います。
先週は欠席をしてしまいました。申し訳ございませ
ん。藤田会長エレクトには大変お世話になりまして有
難うございます。
　さて９月21日土曜日から9月30日月曜日まで、秋の
交通安全週間になっています。そして交通安全運動が
各地で行われておりますが、私も以前に白河地区交通
安全協会大沼分会の委員として活動をしておりまし
た。期間になると近くの横断歩道で旗振りをしており
ました。その時に朝の7時～7時30分位ですが、その間
に会員の石部さんが通ったりもしていて朝の挨拶を交
わした記憶があります。特に横断歩道は大変で人が
立っていて一時停止をしないと、警察の方に違反切符
を切られてしまいますので気を付けていただければと
思います。また期間に関わらず交通安全には皆さん気
を付けていただきたいと思います。
　それから皆さんには馴染みがないと思いますが、私
は9月20日金曜日から本日9月26日まで動物愛護週間と
いう事で活動しております。まあ動物愛護週間ですか
ら犬バカの阿部克弘には切っても切れない運動になっ
ています。
　福島県の動物愛護ボランティア会の総会が9月7日に
郡山で開催されました。その時に私も行ってまいりま
したが、福島県の農業総合センターで福島県の動物ボ
ランティアの活動報告が共催で行われました。以前に
福島県獣医師会の会長だった浦山さんとお会いして、
白河でも動物愛護週間のイベントをやりますという事
を聞きました。県南支部の支部長さんはアルゴス動物
病院の官野先生で、何故か白信のイベントホールで落
語会をするというので私も行ってまいりました。何で
動物愛護と落語がコラボするのかなと思いましたが、
官野先生は高校の時に落研だったようです。うちの
女房の先祖のお墓がある山の寺の海野さんの檀家です
が、そこで以前に白い犬という落語を官野先生がやり
ました。結構上手かったなと記憶しています。機会が
あればここでご披露いただければなと思っています。

（２）

本日のプログラム そんな事で今回白河西ロータリークラブでも盲導犬の
応援プロジェクトを開催しますが、関係者の都合で白
紙になり延期の状態なので、何とか早く三者の福島県
と盲導犬協会と西クラブが合致できるように進んでい
ただけたら嬉しいです。私も期待していますので社会
奉仕委員長におかれてはいろいろ大変だと思いますが
宜しくお願いしたいと思います。
　今日はこれくらいで会長の時間は終わります。本日
もどうぞ宜しくお願い致します。有難うございまし
た。

■表彰式
〇米山功労者の表彰授与式
　米山功労者第６回マルチプル
　白河西ロータリークラブ� 永野文雄殿
米山奨学事業へのご寄付に対し心から感謝の意を表し
ます。
2024年９月20日
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
理事長　若林紀男
〇米山功労者第５回マルチプル
　白河西ロータリークラブ� 金田昇殿
以下同文です。
〇米山功労者第２回マルチプル
　白河西ロータリークラブ� 吉田充殿
以下同文です。

■幹事報告� 十文字光伸幹事
〇須賀川ぼたんＲＣ会長　水上哲夫：
須賀川ぼたんＲＣ創立30周年記念式典
の不開催について
〇米山記念奨学会　森：特別寄付金明
細書をファイル共有サービスに配置い

たしました。
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ます。よろしくお願いいたします。

〇シスター委員会� 村上堅二委員長
　皆さん、こんばんは。シスター委員
会の村上でございます。本日メールを
お送りしました案件ですけども、緊急
だったんですけども、10月1日夜のほ
うを5時半から米沢中央さんとの交流

会がありますので、是非参加のほうをよろしくお願い
したいと思ってます。只今19名参加になってますの
で、向こうが18名参加です。出来ればあと5～6人欲し
いなというとこなので、是非参加のほうよろしくお願
いいたします。それから続きまして、10月6日に、米
沢さんのほうで芋煮会にご招待を受けました。今回女
子会が中心にということだったんですけどもですね、
参加できる方は是非私のほうに申し込んでいただけれ
ば、申し込みの用紙取りますので、その辺よろしくお
願いいたします。

■本日のプログラム　ホームミーティング報告会
〇第4班� 諸橋和典会員

　皆さん、こんばんは。佐藤幸彦班長
のもと、居川孝男さん、運天直人さ
ん、須藤正樹さん、中嶋一貴さん、緑
川直人さん、吉成真五郎さん、8名全
員参加という素晴らしいスケジュール

のもと開催しました。9月3日、日本料理「楓」で開催
しました。その中で話し合った件なんですけども「例
会の参加率を上げるにはどうすればよいか」というこ
とですが、出席者の出たメリットを与えるために例会
ごとに抽選会を行って、一人の方にプレゼントを渡す
というのが面白いんじゃないかとかいうこと。それか
ら、例会欠席者に対しては週報などのプリントなど会
長や幹事、出席委員会などが本人の所に伺って直接渡
す。それで出席を促すということ。例会に出てこない
人に対しては、メールとかではなくて直接電話をして
直接話をして例会に出てもらえるようにお願いすると
いうこと。それと、100パーセント例会を企画しては
どうかということです。以前、やったことがあるんで
すけども、全員参加という例会を計画してはどうかと
いうことです。ただ、これは非常に難しいところもあ
りますので、例えば各委員会ごと、この委員会はこの
週は必ず100パーセント出席する、そいった例会を企
画してはどうかということですね。それと、例会時間

（３）

〇2023-24年度ガバナー右近八郎、地区幹事坪井大
雄：2023-24年度地区資金決算報告書（案）・監査
報告書の送付について

〇米山記念奨学会理事長　若林紀男、事務局長　峯純
子：感謝状（礼状）及び法人申告用領収証送付の件

〇国際ＲＣ：公共イメージニュース　ロータリーの公
共イメージ向上に力を注ぐ

〇ガバナー　早川敬介：クラブ行動計画推進リーダー
説明会資料の追加とアンケート結果について

〇東白川ＲＣ会長　金澤拓哉：2024-25年度年次計画
書・報告書の送付について

■各委員会報告
� 金田昇ガバナーノミニー

　皆さん、こんばんは。地区からと
いうことではないんですけれども、
ちょっとしばらく2週間ほど例会を休
ませていただきました。今日来たら、
米山のマルチプルということでバッチ

をいただきましてありがとうございました。こういう
事が地区だけではなく、ロータリー全体の活動に貢献
していけたらいいなというふうに思っています。それ
で、今日はちょっとお願いがあります。11月3日、地
区大会が「ユラックス熱海」で開催されることになっ
てます。幹事のほうからご案内行ったところですね、
今のところまだ10名ちょっとくらいしか参加の申し込
みがないということであります。全員登録しておりま
すし、来年度、再来年度、自クラブ、白河西ロータ
リークラブが主管して開催することとなりますし、来
年はキャンペーンを張ってやらなくちゃならないとい
うことで、各クラブに行って、分区とかに行って地区
大会参加お願いしますとお願いする立場なんですけど
も、そのお願いする立場のクラブとして10名20名とい
うことでちょっと寂しいなというふうに思ってます。
地区大会のユラックス熱海から行きますと、午前中の
本会議ですね、大会。セレモニーだけでも十分ですの
で、是非皆さんで参加できるようにお願いしたいとい
うふうに思います。幹事のほうからもう一度案内文が
流れると思いますので、特に入会年度の浅い方、まだ
地区大会に行った事のない方いらっしゃいますので、
是非参加していただいて、今度自分たちのクラブで主
管する時の参考にしていただければと思います。是
非、大勢の方で行って盛り上げていただければという
ふうに思いますので、地区役員としてのお願いであり
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を変更してみてはどうかということですね、昼夜やっ
てるクラブというのも非常に珍しいんですけども、例
えば昼の例会を12時から1時までにしてやってみる。
午後１時に仕事がある方っていうのも結構多いという
ことなので、その時間に終われるような例会というの
も考えてみてはどうかということです。あと、途中の
入退室をもうちょっと緩やかにして、途中から出席し
たり途中で退場したりということも非常に緩やかにし
てはどうかということですね。あと、その中で出た中
で例会出席も非常に大切なことですが、退会者を出さ
ないということも大事なので、例会出席を出来るだけ
強要することによって、そんなに出れないんだったら
ちょっとクラブに入ってもどうかなとか、そういった
考えをなくしてもどうかということですね。あと、
メーキャップやオンライン参加というのをうまく使っ
て例会出席を高めてみてはどうかということです。続
きまして、ホームミーティングについて。ホームミー
ティングは非常に楽しいということですね。出席率も
とても良くてそれこそ例会には出れないけどホーム
ミーティングは欠かしたことがないというメンバーが
沢山いらっしゃいました。回数については年に3回く
らいやってもいいんじゃないかということです。あ
と、会員数が非常に増えているので、今1班が10名弱
になっているので、班数を増やして1班の人数を少な
くしてもうちょっと8人とか10人近くなると会話が非
常に難しくなってるということで、6～7人くらいだっ
たら一つの会話でまとまっていくんじゃないかなとい
うことです。あと、日程調整もそうなんですけども、
10人近いと日程調整が非常に大変だなというとこのよ
うです。あと、ホームミーティング本来であれば家族
に対してロータリー活動や、その他のメンバー、そう
いったものを家族に紹介したり、ロータリー活動を理
解してもらうということの役割もあるので、家や職場
などでホームミーティングを開催できる人を募集し
て、その方に班長やってもらって班構成を考えてくの
もいいんではというようなこともありました。あと、
ホームミーティングに関わる経費なんですけども、班
長に負担をかけないように完全割り勘性がいいんでは
ないかということです。ただし、豪華にやりたい班長
さんがいらっしゃればその限りではないということな
ので、是非経済的に余裕がある方は豪華なホームミー
ティングも開催していただければなと思います。とい
うことで、佐藤幸彦班長の所は非常に豪華なホーム
ミーティングができました。楽しいミーティングとな

りました。以上で報告とさせていただきます。ありが
とうございました。

〇第6班� 山縣栄寿会員
　それでは、6班のほうの報告をさせ
ていただきたいと思います。開催日
時、場所、参加者の紹介ですけども、
9月9日の月曜日夕方6時半から、白河
駅前の「タントゥ」で出席8名で行い

ました。司会のほうは委員長の成井さんで、書記はわ
たくし山縣。参加者のほうが、石川会員、白岩会員、
関谷会員、中目会員、渡部勝也会員、鈴木満会員でし
た。あと初めのほうで、金田ガバナーノミニーの出席
と挨拶をいただきました。まず会を進めるにあたっ
てわたくしのほうから会の進め方として二つ皆さん
にお願いしました。一つ目がテーマに対して一人一人
発言していただき、その際は他の会員は途中で意見を
言わないこと。二つ目が、各会員の意見が終われば共
通する話題や課題が出てくるので、それをもとに自由
討議、論議していただけると書記としてまとめやすい
ので、このやり方で進めさせていただきました。しか
し、アルコール飲料が増してくるとルール無用なんで
すね、やっぱり。過去のホームミーティングの時には
一応話や高校時代「ホテルニュー白河」さんでバイト
されていた時、どこかのロータリークラブが例会会場
としてお使いになっていた事があり、その時もホテル
側の立場としてのエピソードも聞けました。後程、紹
介したいと思います。なかなかこれまでになく私自身
としては充実したホームミーティングでした。解散後
はそれぞれだったようです。さて、既にこれから報告
する中で改善されていることもあり嬉しい限りです
が、あくまで9月9日時点でのまとめと書記の感想も含
めての報告となります。各委員会や理事会さんへのお
願い等もありますので、この会がよりよく発展してい
くための改善、修正の一つとしての提案として受け止
めていただければと思います。テーマ1についてです
けども「例会の参加率を上げるには」ということで、
4つの点で申し上げます。一つ目が、会員個人の意識
の部分の問題もあるだろうということで、やっぱりご
自分の職業上の実務や自分の業種会の会合とかの関係
性も大いにあるだろうと。あとは、開催日は決定して
いるのでロータリアンとして例会に参加しなければな
らないという意識が常態化するまで、仕事との関係性
もあるがその参加すべきかどうかの辛い心の葛藤の壁
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員会の委員長さん同士の繋がりがあると実現可能なの
かなと思います。あと、今月の連絡ボードには10月3
日10日のゲスト卓話者の役職、名前等が記載されてわ
かりやすいなと思いました。あとはお願いがあるんで
すけども、理事会内容は次の例会時にやっぱり会員に
報告していただければ、情報共有できるのかなと思い
ます。本会の定款の第7条の第2節には、議事録全会員
が入手できるようにすべきであるとこう書かれてあり
ますので、幹事の十文字会員様、よろしくお願いいた
します。出席率については50パーセント近くの出席率
では駄目なのかと。一律に70パーセント以上と当ては
めるのはどうなのかということで、やっぱりそれぞれ
のロータリークラブが会員の職業上の状況もあります
し、出席少ない方も自覚はしてるはずであると。第一
義的に自分の仕事と生活があって、第二義的にロータ
リークラブだと思いますが、ただ会員個人の部分では
やっぱり出席の連絡はきちんと果たすべき事なのかな
と。まとめる側へのやっぱり気遣いを忘れないことが
ロータリアンとしての務めではないかと。あとは、当
初挨拶いただいた金田ガバナーノミニーのお話の中
で、ロータリークラブ県内には61ある中で、一番退会
者少ないのが白河西ロータリークラブであると。何故
少ないんだと、めずらしいと聞かれると。あと、ホー
ムミーティング実施してるロータリークラブは少ない
と。実施方法の問い合わせも来ると。あとこの間、金
田さんが例会ズームで参加して立場的に相互会話でき
るとありがたいなんていう話をいただきまして、やっ
ぱりそこには白河西ロータリークラブの独自の運営方
法がやっぱりあるんですね、先程もありましたよう
に。例会開催が昼と夜やっているというロータリーク
ラブはないそうです。本来は普通お昼ということなの
で。そういったところが会員の気質だったり、人とし
ての良さや文化があるからだと思いますので、この辺
は大事にしていきたいところかなと思います。4つ目
が例会の中身の部分についてですけども、ＳＡＡ委員
会か出席委員会、プログラム委員会さんになるのか、
理事会で検討になるのかどうかわかりませんが、席の
部分についてはＳＡＡ委員会さん毎回本当に工夫され
てる事と思いますが、時には委員会ごととか、ロータ
リークラブの年数ごととか実施してみてはどうかとい
う話も出ました。あと食事の面ではやっぱり肉好き、
魚好き、ベジタリアンと好み分かれるところですが、
月末例会はアルコールを含む食事会にするとか、3か
月に1度は豪華な食事会にするとかやってみてはどう

を乗り越えていく必要があると。それを乗り越えれ
ば、その先に毎週木曜日例会ということで、いつの間
にか第一ホテルさんの駐車場に来て会場に自然と足が
向いてるとなるまで耐え抜き参加することという話も
出ました。二つ目、会の運営についてですけど、全体
的には楽しい企画だろうと思いますけど、話に中では
常に時間に区切られた充足感が得られない。あと貴重
な時間を削った割に時間限定で整然と流れていく。月
例予定表と当日の例会の内容が違うことが多々ある。
委員会同士の横の連携、情報の共有化が薄く場的な感
じがする。両方知っている人は知ってるが、知らない
人は知らないのでその具体案としては、まずは幾つか
の班からも出たとは思うんですけども、役職を与える
ということで40周年や金田ガバナー年度含めて責任あ
る役職を一人一役職として与えると。また、各委員会
の中でも輪番制を設けて一人一人に責任を持たせて対
応させることが必要であろうと。情報発信、情報を共
有化することっていうことが今、叫ばれてると思うん
ですね、やっぱり月例プログラム案内や連絡ボードに
は、もうちょっと細かい内容で記載してくれると、例
会の内容によって業務との兼ね合いでも都合付けて出
席しようという気になる。あとは細かいことになりま
すけども、クラブ委員会さんへのお願いになろうかと
思いますが、例月プログラムの会員媒体の配布物に今
月ならゲストの卓話なら誰なのか。第2週目例会は、
誕生祝い会や理事会の記入。ホームミーティング報告
会ならば、何班と何班が何日か記入していただくと見
やすくわかりやすくありがたいです。あとは、月の2
週目の例会は理事会もありますので、10月の理事会の
際には11月の例月予定の中に先程お話したことを加え
たものを提示していただき検討していただけると、よ
り充実した情報発信となるのかと。あとは、例会で印
刷物配布する時に、委員会から説明があると更に嬉し
いです。来月でいえば、10月31日の例会は僕自身が
思ったんですけども、そこでやることになったのかな
なんて説明があると嬉しいなと思います。紙媒体を見
ただけでわからないんですが何故そこでやるのかなと
いうようなこと。そうすると、情報の共有化が出来
て、1人よりも2人、2人よりも3人、3人よりも5人、5
人よりも10人知ってれば、例会に来られる方とばった
り会ったした時に、何月何日はどこどこでやるよなん
てこと伝えられるので、そういった共有が出来るとい
いのかなと思います。その為にはやっぱり横の連携も
必要になってきますので、ライン等なりで関係する委
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でしょうかという話も出ました。あと、服装の面では
本会はそんなに服装の面では厳しくありませんが、過
去にはフォーマル会というのを催してたそうなので、
そういう時もあって良いのではないかということでし
た。あと例会の運営に通じると思うんですけども、Ｓ
ＡＡ委員会さん、出席委員会さん、理事会になるの
か、例会の時間と食事の時間はやっぱり分けて対応す
べきではないかと。例会は12時半から1時半、6時半か
ら7時半と。この時間は例会の時間であって、やっぱ
り食事は慎む時間ではないかと。そうすると、例会の
内容も充実してくるのではないかと。じゃ食事はいつ
するんだいということで、先程ＳＡＡ委員長の矢田部
さんからもありましたけども、その30分前ということ
で12時から12時半、6時から6時半ということで、その
時に会員の親睦を深める雑談会、食事会として位置付
ければ会員同士の仲もより深まっていくのではないか
と。その為には、ホテル側さんにも12時や6時に食事
できるようにしてもらう必要もありますし、会員の皆
さんには早めに時間内に来て食事をしながら会員との
親睦を深める楽しいひと時の時間をしてもらうと。も
ちろん、ＳＡＡ委員会さんや会長さんや幹事さんも
やっぱり一緒に食べてもらうと。僕ずっとこう参加し
て見てたんですけども、冷たい食事してるの毎回見て
忍びないんですよね。一番仕事が忙しいのに冷たい食
事をしてるわけです。あとは演台でお話してる方がい
る中で、やっぱり食事してるのは失礼かなという意見
もやっぱり出ました。その辺解消するためにはそうい
うやり方できれば少しは解消できるかと思います。そ
の後、ＳＡＡ委員会の方々の集合時間等早まります
が、現在会ごとに振り分けて対応してるので問題はな
いのではないのかなと思います。一番の課題は、ホテ
ル側さんへの出席の報告日時になるんじゃないかなと
思います。現状では12時半の時には、当日10時半ま
で。6時半の時には、当日4時半まで吉田さんがホテル
とＳＡＡ委員会さんに連絡していらっしゃるんですか
ね。これ食事を準備するホテル側さんの立場に立った
場合はどうなのかと。そこから食事の準備するには
やっぱり大変だろうと思いませんかなんて、先生みた
いな言い方しちゃいますけど、すいません。ここで先
程の「ホテルニュー白河」で高校時代アルバイトを
やってた話が重なってくるわけなんですけども、その
当時はやっぱり厨房はてんやわんやで血走ってるし、
食事のメニューのほうもやっぱり限定されてしまうこ
とが多かったとのことでした。もっと美味しいものを

食べさせろと言われても、やっぱり価格設定との折り
合いもあるのになと感じたそうです。そこはですね、
じゃあどうすればいいんだということになると、例え
ば前日夜の12時までとか3時までとか出席報告すると
変更できないものでしょうかということですね。そう
すれば食事を準備するホテル側さんにとっても助かる
はずですし、席を準備をするＳＡＡ委員会さんのほう
も助かるのではないのかなと思います。ただ、様々な
状況下への対応が必要ですが、当日出席で時間遅れた
場合の食事はどうするんだということになると、その
場合は、例えば事務局席でお食べになるとか。会員の
中ではあとは出席連絡なく突然参加される方もいらっ
しゃる場合は、昔は下に食堂あったのでそこでカレー
食べてもらったりとか、ＳＡＡ委員会さんとか事務の
吉田さんの食事を食べてもらったとかあったそうです
けども、やはりそういう場合はやっぱり自ら食事提供
なしでいい事ご自身から申し出る事ロータリアンなら
ではとも思います。かつては、なんか会費払ってんだ
から食事用意して当然だろうなんて言われた方もい
らっしゃたなんて話も出たんですけども、今はそうい
うロータリーの会員の方はいらっしゃらないと思いま
す。来客の時は、当然担当委員会でやってもらえれ
ばいいので、これは問題ないかと思いますし、メー
キャップに関しても間際に参加というのは今のご時世
さすがに失礼に当たるので少ないのではないかなと思
います。テーマ1関しては以上です。テーマ2に関して
は3つ程になります。「ホームミーティングの回数、
内容やり方について」は、１、開催については現状の
ままで良いという意見が多数でしたが、一つの意見と
して一年間の例会の回数が47回から50回ある中で、
ホームミーティングの報告会で4回使うのはもったい
ない気もすると。ホームミーティング実施して統一の
報告用紙を作成し、それを親睦委員会なのかプログラ
ム委員会なのかでまとめて、年度末の各委員会の回顧
で報告する方法もあると。そうすると例会の内容が生
きてくるんじゃないかと。あとは、二つ目としてはど
うやって班長や書記、班分け行っているのかよくわか
らないということで。業務の一つとして、親睦委員長
さんや各班長さんが行っているが、やはり一人で行う
のは大変なので委員会内でやっぱり班内で連絡を取り
合って話し合ったりして業務分担しながらやれないも
のかと。そうすれば、やり方が委員長さん班長さん以
外の方もわかり共通理解のもとに行えるのではない
か。その為にはＳＮＳツールを有効に使い連携を図っ
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ていくことが大事であろうと。その他としては、各委
員会で委員会ごとに意見交換会をもう少し開催して疎
通を図ってみるのも一つの方法であろうという話題が
出ました。食事会や飲食を共にする会をもう少し積極
的に行ってみてはということで。やはり、個人と組織
にお願いする部分ありますけども、一つだけ手直しし
たのでやっぱり修正改善ってやっぱり難しいですね。
幾つかの事が連動していかないと変わっていかないの
で、人というのがやっぱり自分が置かれている環境が
変わることで考え始めてやっぱり動こうとしますの
で。これから大きな行事や運営が控えているので、各
委員会での仕事分担や例会やホームミーティングは、
やはり会員のモチベーションアップには最適な機会だ
と思いますので、理事会、各委員会でご検討いただ
き、修正改善を加えながらやることで本会が更に飛躍
し続けていくのではないかと思いますので、よろしく
お願いします。

〇7班� 永山龍太郎会員
　皆さん、こんばんは。今日は渡辺道
直君の代打ということで発表させてい
ただきます。代読させていただきま
す。9月17日、火曜日、17時30分から
「アジアンチャオ」にて、量より質に

こだわったお料理を美味しいお料理をいただきながら
楽しく開催させていただきました。参加メンバーは、
鳴島会員、班長。書記、渡辺会員。遠藤会員、長会
員、村上会員、渡部会員、そしてわたくし永山の7名
でした。初めに「例会の参加率を上げるにはどうした
らよいでしょうか」のテーマについて話し合いをしま
したところ、参加率が低い原因と思われる事は何かと
いうことでいろんな意見をいただきました。例会で何
をやっているのかわからないのではないか。例会中に
雑談する時間が少ないのではないか。また、平均年齢
が高いことが気になるのではないか。会場の駐車場が
足りないので来づらくなってしまってるのではないか
などが挙げられました。そして、参加率を上げるため
の工夫や心掛け、例会の回数を減らすことで出席者並
びに運営者の負担を減らすことができないか。先輩会
員が積極的にお声がけをする。ゴルフや野球などレク
リエーションを通じて交流を増やす。かしこまらない
楽しそうな雰囲気作りにする。なかなか出席できない
会員に対しては、積極的にお声がけをしてみたらどう
ですかという部分。参加することで年齢や職業を問わ

ず、幅広く交流が出来る魅力を伝える。他の例会を拝
見したり、他の会員の話を聞くことで、例会の多様性
や楽しみ方を感じる機会を作ってはどうか。先輩会員
がロータリークラブとは何ぞやということを積極的に
唱えてみてはどうかと。常日頃から会員同士で気遣い
のある挨拶やお褒めの言葉を喋ったりする。運営側の
立場の場合、達成感、やりがい等を優しさと共に感じ
ることができると伝えるということもありました。
続いて、テーマ1については以上なんですが、テーマ
2「ホームミーティングの回数、内容、やり方につい
て」話し合いしました。回数については、参加者全員
が現状の回数で良いのではないかという意見でした。
内容については、会全体を見つめる良い機会かと思わ
れますということです。やり方については、各班それ
ぞれ自由なやり方楽しく開催されているのかと思うと
いう意見が多かったです。テーマ2については以上に
なりますが、その中でちょっと気になったことが1点
あります。皆さん、仲悪い方とかいらっしゃるんです
か。ちょっとそこは気になりました。簡単ではござい
ますが、以上を持ちまして第7班の発表を終わらせて
いただきます。ありがとうございました。

〇第8班� 吉田充会員
　皆さんこんばんは。第8班のホーム
ミーティングは、9月4日の18時30分よ
り「藤屋蔵」で始まりました。班長に
藤田龍文会員。書記にわたくし。メン
バーに、上杉謙太郎会員、齋藤孝弘会

員、鈴木浩一郎会員、西山よしえ会員、矢田部錦四郎
会員、吉成茂会員、十文字宗博会員の10名が予定され
ていました。その中でですね、吉成茂会員と十文字会
員が、欠席ということで7名で開催されることになり
ました。途中で金田ガバナーノミニーに参加していた
だき、また上杉謙太郎会員が遅れて参加したというふ
うなことでございました。それで、まず最初に18時30
分から藤田班長が開会の言葉を述べて始まったんです
が、その中で今回場所が「藤屋蔵」という一種特殊な
場所というか、なかなか私たちそこの場で飲むことは
できない。多分、藤田班長さんの話だとその場で飲む
のは多分今回初めてだというふうな場所で開催してい
ただきました。すごくこう雰囲気のある場所でありま
して、郡山から「ベストテーブル」というデリバリー
をオーダーしておいてくれて、また飲み物も鈴木浩一
郎君のほうでワインをいっぱいこう準備していただい
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たので、かなりお酒もいっぱい飲みながらというふう
な形で開催させていただきました。班長の挨拶の中に
ですね、フリートークという言葉がキーワードにあっ
て、フリートークでホームミーティングを開催しま
しょうというふうな事だったので、もう本当に最初か
ら飲み会になってその全部で11人、ごめんなさい、あ
と龍文さんのご家族でお母様と奥様。それとあと会員
の齋藤愛さんが一緒に参加していただき、私たちの食
事の準備とかそういったものをしてくれました。本当
にありがとうございました。そのフリートークという
ふうなことから入って、私が乾杯をしたんですが最初
から飲み会のような形になってしまい、内容が私の中
でもちょっと聞き取れない10名ちょっといる中での話
だったので、ちょっとメンバーが多すぎてちょっと話
が聞きとりずらかったということがありました。その
テーマに沿って「例会の参加率を上げるにはどうすれ
ばよいのか」というふうなことから入ったのですが、
食事を美味しいものにしてほしいなというふうなこと
で、例会の参加率を上げるためというよりも食べ物が
美味しかったら人が集まってくるんじゃないかという
ことかなとは思うんですが、そんな話が出ました。そ
れとあとはプログラムの発表をもうちょっと早くして
ほしいというご意見もありました。それから、ある会
員の方が月曜日だと参加できるんだがなあということ
で、月曜日に曜日変更してもらえればいいかななんて
いうふうな話も出ていました。あとは、参加率を上げ
るというよりは参加する意欲が出たというふうなご意
見で、先輩方から出席する例会でよくこう話をしてい
ただき、よく来たねというふうなことを声掛けをして
いただいて、なんか来て良かったかなと思えたという
ふうな話がありました。そんな中であとはですね、月
に一度はやっぱり酒飲みの例会があったほうがいいか
なという意見が出てたかと思います。話がちょっと聞
きずらくてまとまらなかったんですが、第1のテーマ
に関してはそのような意見が出ておりました。第2の
「ホームミーティングの回数、内容について」という
ことで、通常通り2回でいいんじゃないかとか、やっ
ぱり楽しいのでホームミーティングは年4回やったほ
うがいいんじゃないかとか、そんなお話が出ておりま
した。そうですね、あとはまあ楽しくホームミーティ
ングを開くために、班長がいかに計画を立てて、あと
はファミリー等を交えてメンバーの顔を覚えてもらう
ようなホームミーティングを開催していったほうがい
いのではないかというふうな意見が出ておりました。

なんか本当に山縣先生の後でまとまらない話で申し訳
ないんですが、第8班のホームミーティングをこれで
終了させていただきます。ありがとうございました。

〇親睦活動委員会� 沼田重一委員長
　ありがとうございました。また、次
回ホームミーティングの開催にあたり
まして、今のご意見等汲みながらまた
開催したいと思います。また何かあれ
ばですね、皆さんのほうからまたアド

バイスをいただきたいというふうに思っておりますの
で、よろしくお願いいたします。

〇ＳＡＡ� 矢田部錦四郎委員長
　はい、ありがとうございました。Ｓ
ＡＡのほうにもいろんなご意見をいた
だいた事、改めて考えていきたいと思
いますが、一応運営のほうとしてはや
はり理事会になったり、そこで決まら

ないとなかなか厳しい部分もあるし、プログラム事態
が動いてるものですから、ロータリーは3年間会長さ
んが決まってるわけですから、次年度の人にもうこの
辺も含めていろいろと対策を含めて良いアイディアで
しっかり運営してもらえればＳＡＡとして司会進行も
やりやすくなるのではないかなと思います。今日は珍
しく時間もあるんですが、たまには早めに進行してい
ければと思います。

〇プログラム委員会� 大住由香里委員長
　皆さん、こんばんは。プログラム委
員会の大住です。来週、10月3日なん
ですけれども、来月の月間が地域経済
という内容だったかと思いまして、う
ちの「デイサービスひいらぎ」の隣に

あります「BLOOMING CAFE」の白岩麗奈オーナー
にお願いしてあります。白岩さんは子育てと地域経済
という内容でお話していただくんですけれども、多様
な働き方という形でいろいろ考えていらっしゃるオー
ナーさんですので、是非参加率60パーセントを超える
ように参加していただけたらなと思いますので、どう
ぞよろしくお願いします。


